
今のところは元気に自宅で暮らしていますが、いずれは高齢者住宅

に住み替えることを視野に入れています。いつ、どのタイミングで検

討し始めればよいのでしょうか?伏卿.野さ劾

現在の住居形態や家族 。身体・認知

状況などによって、住み替え時期は異なり

ます。自立を前提にホーム入居を考えた場合、ご自身

の財産ゃ身辺整理が必要です。またホーム探しには

気力・体力・判断力が要りますので、65歳前後がい

いのではないでしょうか。早めに入ってホームの設備

やサービスを利用して体力や意欲の維持向上に努

め、栄養管理の行き届いた食事を取り、新しい出会

いや交流で刺激のある生活を保つことで、生き生きと

したシエアライフが送れるのではないかと思います。

介護が前提

の場合、ご自分

では判断しきれ

なくなり、家族や

縁 戚 、身元引

受人が決めることになります。人手の問題や見守り、

転倒、家族共倒れリスクなどを考えると、出来るだけ

早めに入居して住環境の整ったところでプロの介護

を受けたほうが、本人も家族も安心して生活が送れ

るのではないでしょうか。

高齢者住宅への住み替えのタイミングにおいて最

も重要なこと、それは「ご自身で判断できるお元気なう

ちに、納得できる住まいを選ぶ」、これに尽きます。「そ

の時が来たら……」と先送りにせず、一歩踏み出す

勇気を持ってください。
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判断できる
お元気なうちに…
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が、具体的にはどのような違いがあるのですか?捺鰈.Hさ劾

「介護付き」と「住宅型」の有料老人

ホームは低額から高額まで様々なタイ

プがありますが、その違いは介護が必要になった

時、どんな体制でどんな介護が受けられるかというこ

とです。   ´

まず「介護付き」は3タイプに分かれ入居時に、「自

立のみ」「要支援・要介護のみ」「自立・要支援・要

介護、いずれもOK」というホームになります。自立の間

はホーム内の規定はありますが、自由に生活できま

す。介護が必要になったら、介護居室に移って、特

フによる介護を受けます。

書番

繁説鐵財¨猾勿;」i轟鱚

と訪問介護事業所が連携をとり、その方の状況に応

じてケアプランをたて、必要な時間帯にスタッフが介

護に行くという形になります。

必要なサービスの優先順位や内容を考慮して、ご

自身の身体状況や暮らし方を大事にし、予算に最も

合ったホームを選ぶことが大切です。
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